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研究の狙い：特定知識の学習支援→学び方の学習支援 の転換
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技術一般
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学習方略概念

① 潜在的な高次認知スキルの形成は情報システムを用いて
どう支援できるか?

② 潜在的な高次認知スキルの学びを促す教材のあり方は?

③ 潜在的でデータ化が難しい学習支援の知見の積み上げ基盤は
いかに形成できるか？

Research Question

Q1

Q２学 次は〇〇の問題を
問いてみましょう
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この問題の
答えは...

この学習者と似た正答数・学習進捗の
学習者の多くは，次に〇〇問題を出すと

成績が上がる傾向にあるな

教材／問題の提供を通じた特定知識の
理解を促す受動的・盲目的な学びの支援
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???を通じた学ぶべきことは何か？の
発見を促す主体的・探究的な学びの支援
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学ぶべきことは...

どんな
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学習支援
システム

さらに□□に
ついても学んで
いくことには，
✕✕な意義が
あるのでは？
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︙スライド

◯◯技術とは何かを
理解させる

〇〇技術と従来の△△技術の思想
的差異は何か？を理解させる

l 部品の選択により「何を学ぶべきと思うか？」を構造化させてギャップを視覚化させる課題環境
l 学習者が目標化できていなかったことの重要性（なぜ学ぶべきか）に気づきを促す指摘

②高次な学びを捉えるセマンティクスアウェアな（SA）教材 ③領域知識 – 学習方略知識を顕在化して概念洗練できる枠組み

高次な学びを支援する学習支援法の着想 （例．ゼミナールでの議論）

一般に，「何を／なぜ／どうやって学ぶべきか（学習方略）」の認識は教材作成者によって異なる
→学習方略を形式化して議論／洗練するための概念化の枠組み

(a)教師と学習者の「学ぶべきと思うこと」にギャップがあること（わかったつもり）に気づきを促す
(b)なぜそのギャップを埋めるべきか（学習方略：何をなぜどのように学ぶべきか）の思考を促す
(c)ギャップ（意識できていなかった学び）を埋める意義（学習方略）の学習経験の言語化を促す

選択

学 教

◯◯という技術は・・・だと

理解しています．
〇〇の実現になぜ✕✕という技術が必要か説明できる？
より素朴な解決策として△△という方式がありえるのでは？

あぁ，うまく説明できないです...

確かにそれでもいい...？
□□技術は「△△ではない方式を採用したおかげで普及した」

という思想を照らして考えてみると，△△という方策を採用
することは〇〇技術を普及させにくくしてしまうよね．

こんな風に，技術実現だけでなく，その普及にも目を向けて

思想的な要件を考えることで，新技術導入の背景や合理性を
読み取る，というのが大切だということだね．

なるほど，こういう状況で

こういうことを考えると，
確かに理解が深まるな

目標化ギャップ
(a)

(b)

(c)

直接的な観測が困難（潜在的）な目標化ギャップ・学習方略を捉える情報システム的仕組みが必要

学習者が学ぶ
べきと思うこと

教師が学ぶ
べきと思うこと

学習目標を表す語

差分を目標化ギャップ（教師は学ぶべきと考えているのに学習者は意識できていない学習目標）
として計算することで，意識化されていなかった潜在的な学び方知識に意識を促す指摘を生成

①学ぶべきことそのものを考えさせる課題設定と教示

目標化ギャップの内容（何を／なぜ学ぶべきか）を処理できる情報システム的仕組みが必要

l 学習者が学ぶべきと考えることと教授者が学ぶべきと考えることの差を捉えられる教材データ
（学習目標デザインが意味する情報） （スライドに記述／埋込された情報）

l その差が「どんな学習方略の学びと関連するか」を捉えられる計算機処理可能な学習方略概念

学習支援システム

雲枠全体：スライドで説明されるべき知識

赤／青枠：学習目標語に対応する知識

◯◯技術 △△
素朴な

解決策

計算機可読な領域知識
知識例．

ある技術の素朴な解決策と
照らして背景を読み取る学び方

知識と接合した学習方略

教A

教C
教B

〜〜という学習領域では

＃＃といったこと（方略）を
学ばせるのが大事なのでは

ならそれをこう概念化して

みると合意できるか？

それなら概念を修正して，＊＊を

学ばせると定義するのが良いのでは？


